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夢ふくらませ 心かがやく学校教育目標

「５年：夢の教室」
１５日（木）には、５年生で「夢の教室 （桧木内小５年生と合同実施）が行われました 「夢の教」 。

室」とは、JFA（日本サッカー協会）こころのプロジェクトが、様々な競技の現役選手/OB/OG

などを「夢先生」として学校へ派遣し 「夢を持つことや、その夢に向かって努力することの大切、

さ 「仲間と協力することの大切さ」などを伝える活動です。仙北市でも実施されており、小学５」

年生と中学２年生が対象になっています。

昨年度までは、コロナ禍のためオンラインでの実施でしたが、今年度は、実際に「夢先生」と

ふれあいながらの実施となりました。

夢の教室は 【ゲームの時間 【トークの時間】と、夢先生と子どもたちがメッセージのやり取、 】、

りをする【夢シート】で構成されています。

今回の「夢先生」は、プロのダブルダッチプレイヤーである市川快さん（裏面参照）です。

【ゲームの時間】では、体育館で、夢先生と子どもたちが、協力して様々なゲームを行いまし

た。全員がダブルダッチも体験しました。みんなで体を動かすことにより緊張をほぐしながら、

５年生全体に「協力すること 「思いやりの心 「全力で取り組むこと 「ルールを守ること」」、 」、 」

などの大切さを感じ取ることができたようでした。

【トークの時間】では、音楽室に移動し、夢先生が「夢曲線」を黒板に描きながら、自身が困難

を乗り越えて夢に挑戦した体験を話してくださいました。その中で、市川さんから「誰かのため

に 「夢は焦らなくて大丈夫 「仲間の存在を大切に」という３つのことが出され 「夢を持つこと」 」 、

の素晴らしさ、それに向かって努力することの大切さ」などを子どもたちに伝えてくださいまし

た。最後に、子どもたちが 【夢シート】に記入した内容について発表しました。、

子どもたちが書いた【夢シート】は、後日 「夢先生」からのコメント等が記入され、それが届、

くことになっています。子どもたちは、今から楽しみにしているようでした。
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